
令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業募集要項 

１ 趣旨 

  この要項は、「鳥取県障がい者アート活動支援事業補助金」のうち「優れた文化芸術活動支援

事業」、「障がいのある人とない人との文化芸術を通じた交流促進事業（以下「交流促進事業」

という。）」及び「文化芸術の鑑賞機会拡大事業」の交付対象となる事業の募集について定める

ものです。 
 

２ 補助金の目的 

  本補助金は、障がい者が文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造する活動を促進す

るとともに、障がいの有無にかかわらず文化芸術を通じて共に交流する機会を創出することで、

障がい理解を深め、共にお互いの人格と個性を認め合う共生社会の実現と障がい者の社会参加の

促進を図ることを目的として交付するものです。 
 

３ 募集事業及び募集期間 

  募集事業 募集期限 

（１）優れた文化芸術活動支援事業 

令和７年６月３０日（月） （２）交流促進事業 

（３）文化芸術の鑑賞機会拡大事業 

※交付決定日から令和８年３月３１日までの間に実施する事業を募集します。 
 

４ 応募方法 

次の（１）から（３）までの書類を作成して、郵送、ファクシミリ、メールのいずれかの方法

により７に記載する応募先に提出してください。 

なお、応募に必要な書類の様式は鳥取県庁障がい福祉課のホームページ

（https://www.pref.tottori.lg.jp/311191.htm）からもダウンロードできます。 

（１）令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業応募用紙（別紙１） 

（２）事業計画書（別紙２の１、別紙２の２、別紙２の３） 

（３）収支予算書（別紙３） 

※事業計画書は応募事業によって様式が異なりますので、ご注意ください。 

※事業計画書及び収支予算書は応募する事業ごとに作成してください。 

事業区分 事業計画書様式 収支予算書様式 

優れた文化芸術活動支援事業 別紙２の１ 別紙３ 

交流促進事業 別紙２の２ 別紙３ 

文化芸術の鑑賞機会拡大事業 別紙２の３ 別紙３ 
 

５ 募集する事業の内容 

（１）優れた文化芸術活動支援事業 
 

 ア補助事業者 
 県内に在住する障がい者又は県内に在住する障がい者が含まれるグルー

プ及び団体で、直接補助事業を適正に執行できる者 

イ補助事業 

県外で開催する優れた作品展示や舞台公演等で、本県における障がい者

文化・芸術の水準向上及び共生社会の実現に向けた牽引力となることが期

待される取組。 



※活動の成果を県民に還元する観点から、作品展示・舞台公演等の開催

後、県内での報告会、動画配信又はＳＮＳ等により実施状況を広く周知す

ること。 

 ウ補助対象 
  経費 

会場・機材等の使用料、作品・機材等の運搬費、会場設営費、個展等の

開催に直接必要な消耗品に係る経費、印刷費、旅費、その他特に必要と認

められる経費（１組５万円以上の機器の取得は補助対象としない。） 

 エ補助率 １０／１０（ただし、上限を８０万円とする。） 

 

（２） 交流促進事業 

 ア補助事業者  県内の団体で、補助事業を適正に執行できる者 

イ補助事業 
共生社会の実現に向け、県内で障がいのある人とない人が文化芸術の活

動を通じて交流する機会を創出する取組 

 ウ補助対象 
  経費 

補助事業に要する会場・機材等の使用料、作品・機材などの運搬費、消

耗品費、印刷費、広報費その他特に必要と認められる経費（ただし、１組

５万円以上の機器の取得は補助対象としない。） 

 エ補助率 １０／１０（ただし、上限を５０万円とする。） 

 

（３）文化芸術の鑑賞機会拡大事業 

 ア補助事業者 県内の団体で、補助事業を適正に執行できる者 

 イ補助事業 
 

文化芸術イベント等の開催にあたり、障がいのある人が文化芸術を鑑賞

する機会の拡大を推進する次の取組 

・音声コードが埋め込まれたチラシ等の作成及びそれを読み込むための 

環境整備 

・ステージでのパフォーマンスに対する音声ガイド等の導入 

・ＷＥＢ配信を行う際の情報保障の導入 

 ウ補助対象 
  経費 

音声コード作成ソフト購入費、チラシ等への音声コード記載に要する経

費（音声コード作成費及び音声コードの印刷費、切り欠き加工に要する経

費等）、音声ガイド等の導入に要する経費及びＷＥＢ配信を行う際の情報

保障に要する経費（委託費、謝金、会場・機材等の使用料、機材などの運

搬費、消耗品費）、その他特に必要と認められる経費（ただし、１組５万

円以上の機器の取得は補助対象としない。） 

 エ補助率 １０／１０（ただし、上限を２０万円とする。） 

【注１】本補助金を受けるに当たり、これらの会計経理は別事業と明確に区分し執行すること。 

  



 

６ 採択事業の決定（審査方法・審査基準等） 

応募書類に基づき、書面により補助要件に合致するかどうかの審査を行い、事業採択の可否を

決定します。また、応募が予算枠を超える場合には、次の審査基準により採択事業を選定するこ

とがあります。 

審査の結果、事業が採択された場合、別に定めるところにより補助金の交付申請書を提出して

いただきます。 

 

【審査】 

（１）優れた文化芸術活動支援事業 

  ・公開：県外での作品展示・舞台公演等が広く公開して開催され、開催後に県民に広く実施状

況を周知する事業となっているか。 

  ・内容：高いレベルの企画性・創造性がある事業となっているか。また、事業の日程、会場、

資金マネジメント等の計画において、実現可能性が高い内容になっているか。 

  ・効果：県内の芸術活動の水準向上及び共生社会の実現に向けた事業となっているか。適切に

事業費が見積られ、補助額に見合った効果が期待できるか。 

（２）交流促進事業 

  ・公開：県民に広く公開され、参加を希望する障がいのある人とない人を広く受け入れること

ができる事業となっているか。 

  ・内容：先駆性や独自性があり、障がいのある人とない人が文化芸術の活動を通じて交流する

機会がしっかり確保されているなど共生社会の実現に資する事業となっているか。 

  ・効果：新しい参加者の掘り起こしが期待でき、地域での波及効果が見込まれる事業となって

いるか。適切に事業費が見積られ、補助額に見合った効果が期待できるか。 

（３）文化芸術の鑑賞機会拡大事業 

  ・公開：県民に広く公開されるか。 

  ・内容：障がいのある人が文化芸術を鑑賞する機会の拡大を推進する取組であるか。 
   

７ 応募先及び問合せ先 

鳥取県庁 障がい福祉課 
〒680-8570 鳥取市東町 1丁目 220番地 

  電話：0857-26-7678 ファクシミリ：0857-26-8136 
  メールアドレス：shougaifukushi@pref.tottori.lg.jp 

 

  

mailto:shougaifukushi@pref.tottori.lg.jp


別紙１ 

令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業応募用紙 

応募者名又は 
応募団体名等 

 
＜応募者名又は応募団体名＞ 
 
 
 
＜構成員数等＞※団体の場合のみ 
構成員数    名（うち障がい者    名） 

 

代表者名 
（団体の場合） 

 

所在地  

活動内容 

（日頃の活動内容を記載してください。また、活動内容を発信しているホームページや
ＳＮＳがあればそのアドレスも併せて記載してください。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連絡先 

担当者： 
 
電 話： 
 
ﾌｧｸｼﾐﾘ： 
 
E-mail： 

応募事業名 
（応募する事
業にに○を記
載してくださ
い。） 

（  ）①優れた文化芸術活動支援事業 
 
（  ）②障がいのある人とない人との文化芸術を通じた交流促進事業 
 
（  ）③文化芸術の鑑賞機会拡大事業 
 
※複数応募することができます。 

 

＜添付書類＞ 

（１）事業計画書（別紙２の１、別紙２の２、別紙２の３） 

（２）収支予算書（別紙３） 

※応募事業によって次のとおり様式が異なりますのでご注意ください。 

※応募する事業ごとに作成し、提出してください。 

事業区分 
（１）事業計画

書様式 

（２） 収支予算

書様式 

①優れた文化芸術活動支援事業 別紙２の１ 別紙３ 

②障がいのある人とない人との文化芸術を通じ

た交流促進事業 
別紙２の２ 別紙３ 

③文化芸術の鑑賞機会拡大事業 別紙２の３ 別紙３ 



別紙２の１ 
令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業 

［優れた文化芸術活動支援事業］ 
 

事業計画書 
 

※活動の内容等について記載してください 

事業計画内容 

 
１ 事業目的 

（補助事業を行う目的や目指す成果などを記載してください。） 
  
  
  
  
  
  
 
２ 実施時期 
  
  
  
３ 実施場所（会場名・所在地） 
  
  
  
４ 事業概要 

（事業の内容、特徴及び見どころ等を記載してください。） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 来場予定（見込）者数 
 
 
 
６ これまでの活動実績 
  （同種事業の実施状況、受賞歴等を記載してください。） 
 
 
 
 
 
７ 広報計画 

  
 
 
 
 
 
 
 

※本計画書をもとに採択事業の選定等を行いますので、各項目について詳しく記載ください。なお、欄が足り

ない場合は複数ページにまたがっても構いません。また、補足資料を添付していただいても構いません。 



別紙２の２ 
令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業 

［障がいのある人とない人との文化芸術を通じた交流促進事業］ 
 

事業計画書 
 

※活動の内容等について記載してください 

事業計画内容 

 
 
１ 事業目的 

（補助事業を行う目的や目指す成果などを記載してください。） 
  
  
  
  
  
  
 
２ 実施時期 
  
  
  
３ 実施場所（会場名・所在地） 
  
  
  
４ 事業概要 

（事業の内容や特徴等を記載してください。） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 参加・来場予定（見込）者数 
 
 
 
６ これまでの活動実績 
  （同種事業の実施状況、受賞歴等を記載してください。） 
 
 
 
 
 
７ 広報計画 

 
 
 
 
 
 

※本計画書をもとに採択事業の選定等を行いますので、各項目について詳しく記載ください。なお、欄が足り

ない場合は複数ページにまたがっても構いません。また、補足資料を添付していただいても構いません。 



別紙２の３ 
 
 

令和７年度鳥取県障がい者アート活動支援事業 
［文化芸術の鑑賞機会拡大事業］ 

 
 

事業計画書 
 

※活動の内容等について記載してください 

事業計画内容 

 
１ 活動概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 活動の計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ その他（目標、目指す成果等） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別紙３ 

 

 

収支予算書 

 
 
収入                                  （単位：円） 

項目 本年度予算額 経費内訳（積算） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合計   

 
 
支出                                  （単位：円） 

項目 本年度予算額 経費内訳(積算） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合計   

※「収入」と「支出」の合計が合うようにしてください。 
 

＜他の補助金の活用＞ 

活用の有無 補助金名、事業内容及び問合せ先 

 

 

 

 

 

※他の補助金の活用の有無について、「有」、「無」のいずれかを表左欄に記載すること。 

※「有」の場合は、活用する補助金名、その事業内容及び当該補助金に係る問合せ先（補助金を所管

している部署名・団体名及び連絡先）を表右欄に記載すること。 

 

＜消費税の取り扱い＞ 

課税事業者（簡易課税事業者を除く。）  

※課税事業者（簡易課税事業者を除く。）に該当する場合は「該当」、該当しない場合は「非該

当」と表右欄に記載すること。 

 


